
小学校における著作権教育の事例
柏市立土南部小学校
西田光昭
E-mail : nishida@kiu.ad.jp
1. 主題「その写真は誰のもの？」

2. 取りあげる時間　
小学校４年　国語　すじ道を立てて考えよう「アーチ橋の仕組み」
3. 単元の目当て

· アーチ橋の仕組みをとらえるために，中心となる語や文を押さえて段落相互の関係を考え，文章を正しく読む。
· 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え，文章を正しく読むこと。
· 目的に応じて内容を大きくまとめたり，必要なところは細かい点に注意したりしながら文章を読むこと。
· 伝えたいことを選び，自分の考えが分かるように道筋を立てて，相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すこと。
· 自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考えること。
※ここで，引用について考える時間を持つ。

4. 指導時数　10時間　　本時　7/10
5. 単元全体の流れ

· 実験の仕方を参考に，アーチ橋の仕組みについて詳しく読み取る。
· 三つの大きなまとまりごとに，それぞれの内容を表す題名（小見出し）をつける。
· 「ところで」「まず」「次に」などのはたらきについて話し合う。
· アーチ橋の仕組みを分かりやすく説明する文章を書く。

· 様々な橋の作りをwebを利用して調べ，自分の感想を含めてまとめる。
6. 本時の展開
· 今日の学習の目当てを確認する

「いろいろな橋を紹介しよう」
· 校内webからのリンクを使っていろいろな橋を調べる

・写真や文字のコピーの仕方，ワープロへの貼り付けの仕方を確認する。

· 気に入った橋の資料を，まとめる

・ワープロソフトに貼り付けて，資料をまとめる。

· 自分の意見と，調べたことをきちんとわけることの大切さを知る
· 引用の意味と，その方法を知る

7. 本事例における著作権指導の要点

· 簡単にコピー＆ペーストはできる。

· コピー＆ペーストを並べても，自分の作品のように見えてしまう。

· 自分の物と，人の物を区別することの大切さを知る。　引用

☆ルールとしての著作権の指導にとどまらず，その意味を知ることを大切にしたいと思います。
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図１　調べ学習用リンク　　　　　　　　　　　　　図２作品サンプル
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図３ 学習経験の差　　　　　　　　　　　　　　　図４　人に使われたら

